
-News Letter - 

第 6 5回日本医療社会福祉協会全国大会 （北海道大会 ）  
第 3 7回日本医療社会事業学会  
第 6 0回北海道医療ソーシャルワーク学会      

第３号発行 学会テーマ「医療ソーシャルワークの枠組みを再考する」 

「グローバル定義からナショナル定義の作成プロセス」 
 ～現代のソーシャルワーカー像とは 
（6月3日土曜 16：20～） 
 

③号 

2017.3.21 

 倫理綱領検討チームでは、ソーシャルワークの実践の基盤でもあるソーシャルワーク定義や倫理綱領と、実践をつなぐ企画を 
全国大会で行ってきました。近年は、ソーシャルワークのグローバル定義の見直しをテーマに経緯を共有し、今年はその３回目 
となります。このたびは、日本社会事業大学社会福祉学部福祉援助学科教授 小原眞知子先生より「ソーシャルワークのグロ 
ーバル定義～2000年から2014年までの社会変化もふまえて」、東洋大学社会学部社会福祉学科教授  志村健一先生からは 
「グローバル定義からナショナル定義へ～実践者へのメッセージ」のご講演、現場のワーカーより、「新たな貧困」、「外国人支援」 
の実践報告、その後はデイスカッションを行います。 

 毎年、立ち見の出る関心の高い企画です。それは、グローバル定義に関わってこられた両先生に直接お話を伺えるという貴重な機会と、更にそれ
を現場に引き寄せて展開されるフロアの熱心な議論の妙です。皆さま、是非早めにお越しくださいませ。お待ちしております。   

日時 ： 2017年6月2日（金）～4日（日） 

場所 ： 札幌プリンスホテル 国際館パミール 
ホームページ  http://www.knt.co.jp/ec/2017/jaswhs/  

  学会の日程 

 プログラム紹介Vol.③ 

学会まで 

73日 

 学会まで残り73日となりました。 
 NewsLetter第3号を発行します。今回もプログラムの一部をご紹介します。 
 事前申込は4/14までです。お早めにお申し込みください。 

全国大会ホームページ → 事前参加登録から受付中です。 
ホームページ  http://www.knt.co.jp/ec/2017/jaswhs/  
 
事前参加受付は4月14日（金）までです。多くの皆さんのお申込みを
お待ちしております。合せて、宿泊先について、お早目の手配をおス
スメします。 
（お問合せ先） 
第65回公益社団法人日本医療社会福祉協会全国大会 運営準備室 
（株）近畿日本ツーリスト北海道 札幌法人旅行支店 
電話：(011)280-8855 FAX：(011)280-2732 
E-mail：s-convention-1@or.knt-h.co.jp 
（営業時間：月～金 9:00～17:45 土日・祝祭日は休業） 
 

 救急認定ソーシャルワーカー認定機構は、関係団体との連携のもと
に、救急医療現場におけるソーシャルワーク実践に必要な知識及び技
術を有するソーシャルワーカーを養成し、その認定を行うことで、救急
医療の質の向上および人間の福利（ウェルビーイング）の増進に貢献
することを目的として、2015年11月17日に設立されました。 
 第１回救急認定ソーシャルワーカー認定研修および試験は、2017年1
月21日、22日に、関東・関西2会場で開催され、第１回救急認定ソー
シャルワーカー合格者が、121名誕生しました。この認定は、毎年1回、
研修及び試験を開催することが決定しています。 

 「第１回救急認定ソーシャルワーカー認定を終えて」救急医療現場に
おけるソーシャルワーカーと、救急医療現場におけるソーシャルワーク
に関心のあるソーシャルワーカーが、一堂に会して、情報共有すること
を目的につどいを開催します。 

 救急認定ソーシャルワーカー認定研修参加者からは、認定後の継続
研修を望む声や救急対応ができるソーシャルワーカーを増やしていき
たいといった意見が寄せられました。 

 当企画では、第１回救急認定ソーシャルワーカー認定における成果
と課題を振り返ります。 

 第１回救急認定ソーシャルワーカーの皆様、救急認定ソーシャル
ワーカー認定取得に関心がある皆様、是非ご参加ください。お待ちして
います。 

 平成26年度診療報酬改定にて地域包括ケア病棟・病床が新設され丸

２年が経過しました。設置基準に在宅復帰支援担当者（社会福祉士の
ような在宅復帰支援に関する業務を適切に実施できる者）配置があり、
当協会は、平成２７・２８年度に「地域包括ケア病棟・病床における在宅
復帰支援担当者の実態調査」を行っています。これらの調査では、在宅
復帰支援担当として社会福祉士が大きな役割を担っていると言える一
方、看護師との協働の必要性や、地域包括ケアシステムの中で、本来
求められている病棟・病床機能を発揮するための課題がいくつか見え
てきました。 

 今回の集いでは、平静２８年度の調査結果の報告と、この病棟・病床
に係るソーシャルワーカーの実践報告を交え、地域包括ケア病棟・病床
の地域連携活動を参加の皆さんと考えていきたいと思っています。この
病棟・病床で実践している方、また興味がある方ぜひお集りいただき、
「その人が望む地域生活を支える」為のより良い実践について語り合い
ましょう！参加お待ちしています。 

発 行  第65回日本医療社会福祉協会全国大会実行委員会（岡村/西岡病院）  メール：okamura@keiwakai.jp  

 ＷＩＴＨ医療福祉実践研究所    

  がん・緩和ケア部 田村 里子 

「救急医療におけるソーシャルワーカーの集い」 
～救急認定ソーシャルワーカー認定制度をふまえて～ 
（6月3日 土曜 15：10～） 
           救急認定ソーシャルワーカー認定機構 理事 
            大阪医療センター（大阪府）  太田 裕子 

「地域包括ケア病棟・医療ソーシャルワーカーの集い」 
地域医療を支える地域包括ケア病棟・病床の地域連携活動を考える 

                       （6月3日 土曜 15：10～） 
 
                ＪＣＨＯ横浜中央病院（神奈川県） 
                日本医療社会福祉協会 

                  調査研究部 理事 佐野 晴美  

事前参加受付実施中！ 
宿泊先はお早めの手配を！ 

登録種別 事前参加費 当日参加費 

会員 10,000円 11,000円 

非会員 12,000円 13,000円 

学生 － 3,000円 
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